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小 野 田 俊 蔵
近年,イ ンド地区在住の現代チベ ット人絵師たちによって,あ いついで数冊
のチベ ット仏画の技法手引き書が著され出版された。そのいくつ かを挙 げれ
ば:
(1) sGa stod gnas bzang  ba dge 'dun, sKu gzugs kyi thig rtsa dam pa 
 gong ma rnams kyi man ngag mngon du phyung ba blo  dman'  jug bde 
 'dzam bu'i  the gser , Canonical proportions for the representation of 
 the Buddhas, Bodhisattvas and Tutelary and Protective Deities, 
 (Paro : 1978). 
(2) Jamyang Losal, Bod kyi ri mo 'bri tshul deb gsar kun  Phan nyi ma, 
 New-Sun Self-learning Book on the Art of Tibetan Painting, 
 (Mussoorie, Tibetan Homes Foundation, 1982). 
(3) Gega Lama, Principles of Tibetan  Art  : Illustrations and Expla-
 nations of Buddhist Iconography and Iconometry according to the 
 Karma Gardri School, 2Vols., (Darjeeling, Jamyang Singe, 1983). 
(4) Khempo Sangyay Tenzin and Gomchen Oleshey, Ri mo'i thig tshad 
 dang tshon gyi lag len tshad  ldan don du gnyer ba rnams la nye bar 
 mkho ba mthong ba don ldan, The Nyingma Icons, A collection of 
 Line Drawings of 94 Deities and Divinities of Tibet, (Solokhumbhu, 
 1985). 
(5) Pema Namdrol Thaye, Lha sku'i thig dpe mi pham dgongs rgyan, 
 Concise Tibetan Art Book (Kalimpong, 1987). 
(6) Rig 'dzin dpal 'byor, Zi khro rab 'byams rgyal ba'i sku gzugs las cha 
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これ ら の 技 法 書 は,主 と し て 仏 教 絵 画 に お け る 寸 尺 量 度 を 公 開 し た も の で ,
門 外 不 出 で あ っ た 様 々 な 下 絵 が,紙 面 を か ざ っ て い る。 い ず れ も絵 師 そ れ ぞ れ
の 個 性 を 反 映 した も の で は あ る に せ よ,基 本 的 寸 尺 に お い て は 或 る 一 定 の 伝 統
に 厳 し く従 っ て い る 。 チ ベ ッ トに お け る こ の 様 な 尊 像 の 量 度 法 は,ど の よ う な
伝 統 の も と に 成 立 し 発 展 し て き た の で あ ろ うか 。
チ ベ,yト 大 蔵 経 テ ン ギ ュル(論 疏 部)中 の 工 巧 明(bzorig)に は ,'以 下 の
四 つ の 造 像 量 度 に 関 す る 文 献 が 含 ま れ て い る お
【A】lSangsrgyaskyisku'igzugsbrnyangyimtshannyidmthobcupa
shingnyagrodhaltarchushenggabpa;Dasat稷anyagrodhapa-






こ の うちrC】 の 文 献 は,イ ン ドに お け る尊 像 表 現 一 般 に 関 す る 解 説 書 で ,研
究 者 に 早 くか ら注 目 さ れ,Lauferに よ っ て 独 語 訳 さ れ て い る 。
BertholdLaufer:DasCitralakshana ,DokumenteDerIndischen
Kunst,(Leipzig,1913).閥 ㍉
Laufarの 同 書 は 後 に 英 重 訳 さ れ た 。 〔ン肋EarlyDocumentofIndianArt
,
(NewDelhi,1976)〕'ま た,後 述 す る よ う に,同 文 献 は1965年 に ロ シ ア の
Vorob'eve-Desyatovskaya女 史 に よ っ て ロ シ ア 語 訳 さ れ て い る と い う
。 更 に 最
近 に な つて 再 度Tib・Skt.テ キ ス ト と そ れ を 基 に し た 英 訳 が イ ン ドか ら 出 版 さ
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西 蔵 人 民 出版 社 か ら1989年 に 出 版 さ れ た 宇 乃 昌著r西 蔵 審 美文 化 』 の第 九章
「画 経 的・美学 思想 与 芸 術 実 践 」pp.183-199は 【C】の文 献 の概 要 の 説 明を試 み
た もの で あ るが,こ の章 の共 著 者 で あ る文 国 根 に よ る全訳 も存 在 す る と聞 く。









トゥ ッチ は そ の 記 念 碑 的 な著 作Tucci,G.,TibetanPaintedS「trolls,3vols,
(Rome,1949)の 中 で 【A】の文 献 に は モ ン ゴ ル 人 の ゴ ン ポ キ ャ プ(工 布 査
布)に よ って 乾 隆 六 年(1741)に な され た 漢 訳 と漢 文 で の 注釈 が存 在 し,大 正
蔵 経 に も収 録 され て い る こ とを指 摘 し て い る。 大 正 蔵 経 に 収録 され て い る もの
は,同 治 十 三 年(1874)に 楊 仁 山 の校 訂 で 金 陵 刻 経処 に お い て版 刻 され た所 謂
「金陵 版 」 を 元 本 とす る も の で あ る が,こ の 版 本 の 写 真復 刻 は後 にLokeshノ
Chandra,,BuddhistIconographyinNepaleseSketchBooks,Sata-pitaka
Series,vo1.302,(New-Delhi:1984)に 収 録(PP.369・450)さ れ て い る。 さ
らに,中 華 民 国82年 に は,同 じ く 「金 陵版 」 を元 本 とす る写 真 復 刻 本 が 『仏 説
造 像 量 度 経附 續 補 』 と題 し て台 湾 の新 文 豊 出版 公 司 か ら出版 され て い る。 この
漢 訳 お よび そ の類 書 につ い て は,ト ゥ ッチ に先 駆 け て 日本 に おけ る様 々な 研 究
成 果 が存 在す る に も か かわ らず 彼 は ど うもそ れ らを参 照 して い な い よ うだ 。 そ




釈万仭 「尼波羅国の仏工阿尼哥 と其門人劉正奉 と並に造像量度経」 『国
≡華…』164(1904)
榊亮三郎 「仏説造像量度経の梵本研究」 『藝文』第七年三号 ・九年三
号。(1918)






釈(1904)榊(1919)逸 見(1930)お よび酒井(1941)は いずれも,【A】 に関
しての研究であ り,酒 井(1944)は,【B】 のチベ ット語訳か らの翻訳研究であ
る。しかし残念なことに,逸 見(1935)も 酒井(1944)も 既にその時点で公刊
されている上述のSkt.テ キス トに言及していない。
『造像量度経』は,そ の後中国でもチベ ット人研究者に よる解説が発表 され
,た 。
悦西 「関于"造像量度経"的歴史」 『現代佛学』 ・ ・(1959)
悦西 「"造像量度経"所説仏像尺度」 『現代佛学』1960-3(1960)
悦西(Yeshes)の 研究は,逸 見(1935)の 研究成果にも言及 し,プ トゥン目
録や各版蔵文大蔵経をも詳査した極めて優れた論文であると言える。
日本に於ける一連の 『造像量度経』研究で常に話題 とされ問題とされてきた
のは,漢 訳者であ り漢文での注釈者でもあるモンゴル人のゴンポキャプ(工 布
査布)が 厂この経に三訳一疏あ り」 としている点であった。 「三訳一疏」が意
味するものと【A】から【D】の4文 献 との関係が話題となっているのである。悦
西(1959)も 蔵文大蔵経中の4文 献が 「三訳一疏」であると論 じている。 この





吉 崎 一 美 「金 剛 杵 金 剛鈴 の制 作 図一 梵 文 造 像 量 度 経註 釈 に よ る一 」 『東
洋 大 学大 学 院 紀 要 』17(1980)
上 述 の二 論 文 は,【B】 の 梵 文 テ キ ス トの 概 訳 抄訳 研 究 で あ り,特 に 吉 崎(1980)
は京 大 所 蔵 梵文 写 本 を も照 合 した す ぐれ た論 考 で あ るが,「 三 訳 一 疏 」 の 件 に
関 して は 両 論文 と も残 念 なが ら前 述 した トゥ ッチ の業 績 を参 照 して い な い。 ト
ゥ ッチ が 引 用 す るチ ベ ッ トで の伝 承 は,ゴ ンポ キ ャプ の記 述 と符 合 す る ので あ
る。 この 点 を指 摘 した の は,次 の論 文 で あ る。
森 信 「『造 像 量 度 経 』 の 成 立 背 景 と意 義」 『密 教 学 会 報 』32(1993)
(こ の報 告 は 同氏 の 厂『造 像 量 度 経 』 研 究 序 説一 密教 諸 尊 像 の本 質 とそ の造 形 」
と題 す る修 士論 文 〔高 野 山大 学1993提 出〕 の要 旨 の一 部 で あ る と聞 く)
トゥ ヅチ の言 及 とは次 の よ うな もの で あ る。 この 【A】の 文 献 に は 四 種 の 変化
形 態 が 存 在 し,そ の こ とは15世 紀 の 権 威 メ ン タ ンパ に よっ て知 られ て いた とい
うの で あ る。す なわ ち,釈 迦 牟 尼 仏 が 兜 率 天(Tusita:欲 界 六 天 の第 四 天)で
説 示 した もの もあ れ ば,祗 園精 舎(Jet穽ana)で 説示 した と され る もの も存 在
して い た とい う。 「三 訳 一 疏 」 が 意 味す る も の は 【A】か ら 【D】の4文 献 で は な
く,【A】 の文 献 の 四 種 の 変 化形 態 の い くつ か を意 味 す る と考 えた 方 が 自然 な の
で あ る。
19世 紀 に 活躍 した 学 僧 ミパ ム ・ギ ャ ム ッ ォ(Miphamrgyamtsho)(1846




〔これ は〕 釈 迦 牟 尼 仏 が三 十 三 天(欲 界 六 天 の第 二 天)に 住 してお られ
た 時 に舎 利 弗 の要 請 に よって 与 え授 け て下 さ っ た教 え の意 趣 を要 約 した
論 書 で あ る
ミパ ム は トゥ ッチが 紹 介 して い る もの とは 異 な っ た種 類 に言 及 して い る こ とに
な る。
この寸 尺 量 度 の研 究 分 野 で トゥ ッチ が 果 た した役 割 を 過 小 評 価 す る こ とは 出
来 な い。 彼 はそ の著 書TibetanPaintedScrollsの 中 で,Iconometryの 項
一5一
仏 教 学 会 紀要 第3号
目 を 立 て て,上 記 め テ ン ギ.ユ ー ル 所 収 の4文 献 を 解 説 し た 後,ロ ン ドル ラ マ の
記 述 を 手 掛 か りに し て チ ベ ッ ト撰 述 の 量 度 文 献8書 を 選 び 出 し列 記 し て 解 説 し














解 説 の 中 に は 誤 解 も 多 い 。 例 え ば,ト ゥ ッ ヂ はsDesridSangsrgyasrgya
mtshoのVaid皞yaserpoを あ げ る が,こ れ はVaid皞ya 、dkarpoの 誤 りで
あ る 。 更 に5番 目 に 掲 げ る.1-bargshegspa'iskugzugskyirabtubyed
pa'iyidbzhingyinorbuの 著 者 をdPalblobzangPoす な わ ち テ ン カ
ワ'Phrengkhabaと し て い る が,最 近 復 刻 さ れ た 同 書 に よれ ば 著 者 は ,メ
ン タ ンパsManthangPaで あ る 。 こ れ ら の 誤 りを 指 摘 し,多 く の 新 し い 情
報 を 与 え て 研 究 を 進 め た の はDavidJackson氏 に よ る 次 の 書 で あ る 。
DavidandJaniceJackson,TibetanThangkizPaintings ,(London,
Serindia:1984).
ち な み に,ジ ャ ク ソ ン氏 は 同 書 執 筆 に 先 駆 け て1979年 に は,ChogayTrichen
ThubtenLegshayGyatsho,G諺 θτσαッtotheTemﾟle,BibliothecaHima・
1ayicaseriesIII,vo1.12,Kathmandu,1979.の 英 文 翻 訳 を し て い る が
,同
訳 書 に も 度 量 理 論 は 概 説 さ れ て い る 。
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ジ ャ ク ソ ン氏 の 著 書 を吟 味 す る前 に 記 名 時 代 に 入 っ て後 の チ ペ ッ トの画 家 の 系
譜 に つ い て 概 略 を 要約 してみ よ う。
後 世 に 大 きな 影響 を及 ぼ し,そ して 専 門 画 家 と して個 人 の名 を残 した最 初 の
人 物 は,ホ ダ ク地 方 の メ ンタ ンな る地 に 生 まれ た メ ンタ ンパ ・メ ンラ トン ドゥ
プ1HobragsManthangPasManbladongrubで あ る。 彼 は故 郷 を 後 に
して の ち タ クル ンsTagIungの 地 で,絵 画 の基 礎 を 習 得 した 後,ロ カ地 方 や
ツ ァ ン地 方 を巡 って 高名 な画 家 を 尋 ね 歩 き最 後 に,大 絵 師 と して誉 れ の高 か っ
た ドパ ・タ シギ ェル ツ ェ ンrDopabKrabshisrgyalmtshanに 巡 り会 って
大 成 した と伝 え られ て い る。 興 味 ぶ か い こ とに,メ ンラ トン ドゥプ の前 世 を 中
国 人 で あ る と記 す る伝 承 もあ る。 メ ンラ トン ド ゥプ の弟 子 の 中 で特 に高 名 なの
は,ジ ャ ムヤ ン ・シ ュ ワ'Jamdbyangszhubaで あ る。 こ の師 匠 と弟 子 は合
わ せ て 「メ ンタ ンパ ・ヤ プ セ ー(父 子)」 と呼 ば れ る。 これ に対 して 「メ ンタ ン
パ ・ク ウ ォ ン(叔 甥)」 と呼 ば れ る場 合 には,メ ン ラ トン ドゥプ 自身 とそ の 甥 の
メ ンタ ンパ ・シ ワ ゥZhiba'odと の二 人 を指 す 。 メ ンラ トン ドゥプが 敬 愛 し
て 止 まな か った師 匠 ドパ ・タ シギ ェル ツ ェ ンに は他 に も有 名 な弟 子 が いた 。 そ
れ が 「ヶ ン リ流 」の名 の元 とな った ケ ンツ ェ ・チ ェ ンモmKhyenbrtsechen
moで あ る。 彼 は コ ン カル地 方 トヅー カル の地 に 生 まれ た 。 カル マ赤 帽 派 第 四
世 で あ っ た チ ュー タ クイ ェ シ ェChosgragsyeshes(1453-1524)が1503年
に ヤ ンパ チ ェ ンの 僧 院 を 創建 した際 にそ の僧 院 の 壁 面 に 絵 筆 を ふ る った の は前
述 の 父 子 た る メ ンラ トン ドゥプ とジ ャム ヤ ンシ ュ ワの二 人,そ して この ケ ンツ
ェ ・チ ェ ンモで あ った と伝 え られ る。 前 述 の メ ン ラ トン ドゥプ を 派 祖 とす る
「メ ン リsManbris(別 名 エ リEris)流 」 と この ケ ン ツ ェを 派 祖 とす る 「ケ
ン リmKhyenbris(別 名 シ ュ ン リgZhungris)流 」 と の 間 に は絵 画 技 術 上
の僅 か の 差 が 存 在 した よ うだ 。ur・ に 言 わ れ る評 価 に よれ ば,寂 静 相 の尊 格 で
は 「メ ン リ流」 が優 れ,忿 怒 相 の 尊 格 や マ ン ダ ラの描 法 で は 「ケ ン リ流 」 が優
れ て い た とい う。
これ に 次 い で名 を残 し た 画 家 は ヤ ル トゥー ・チ ウ ガ ンバYarstodByi'u
sgangpaで あ る。 サ キ ャや シ ェル カル そ して ガ ム リンや ゾ ン カ等様 女 な地 に
こ のチ ウ ガ ンバ の作 品 で あ る 「ツ ォ ンカ バ師 弟 像 」 や 「サ キ ャパ ンデ ィタ艨 」
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そ して 「無 量 寿仏 像 」 等 が 残 され て い る とい う。 また ギ ャ ン ツ ェの地 に あ る有
名 な ペ ル コル チ ューデ 僧 院 で誕 生 会 の法 会 に開 帳 され る 丁観世 音 菩 薩 像 」 な ど
チ ウ ガ ンバ の作 は,ネ パ ール の 絵 画様 式 と酷 似 して い る と 言 わ れ て い る。 即
ち,主 尊 が 大 き く,回 りの眷 族 や 門 衛 等 が 小 さ く描 か れ る。 そ して 黄 色 が や や
優 勢 を 占 め,衣 裳 に施 され る金模 様 が や や 強 い。 更 に は,忿 怒 相 の尊 格 は寸 胴
(ず ん ど う)に 描 かれ 頭 部 が 大 き い と い うよ うな特 徴 が あ る と い う。 高名 な
仏 教 学 者 で あ った ポ トン ・パ ンチ ェ ンBodongdpalldanPhyogslasrnam
rgya1(1367-1451)は また 絵 画 の 名 手 で もあ ったが,彼 の 画 風 は このチ ウ ガ
ンバ の 作 風 に 酷 似 して い る といわ れ る。
第 三 世 ダ ラ イ ラマ の 時 代 に で た 高名 な絵 画 理 論 家 と して,ト ゥル ク ・テ ンカ
ワ ・ペ ー デ ン ロ トゥーサ ンボsPrulsku'Phrengkhabadpalldanblogros
bzangpoと い うメ ン リ派 の人 物 が い る。 前 述 した よ うにmDorgyudgsal
ba'imeZongな る書 物 を残 して い る。 こ の画 家 は リカル ワRimkharbaと
も呼 ばれ て いた よ うで,ロ ン ドル ラマ の よ うに二 人 の 別 の 人物 と と る学者 もい
る。
五世 ダ ライ ラマ の時 代 には,数kの 名 画 家 が活 躍 した よ うだ 。 数 人 の名 を掲
げ るな ら,テ ンジ ン ・ノル ブbsTan'dzinnorbu,チ ュ ー イ ン ・ラ ン ドル
Chosdbyingsranggro1,ナ ツ ェ ・タ クル ン ・ペ ル グ ンsNartsesTaglung
dpalmgon,メ ンタ ンパ ・ゴ ンポ ツ ェ ワ ンsManthang-pamGonpotshe
dbang,ポ タ ン ・プ ン ツ ォPhobrangPhuntshogs,ジ ャム ヤ ン ワ ンポ'Jam
dbyangsdbangPo等 で あ る。 彼 らの 殆 どは メ ン リ流 に属 し て い た と伝 え ら
れ る。 ケ ン リ流 や メ ン リ流 を基 礎 と して独 自の作 風 も織 り込 ん だ 画 家 は トゥル
ク ・チ ュー イ ンギ ャム ツ ォsPrulskuChosdbyingsrgyamtshoで あ る。
ポ タ ラ宮 の 内装 の絵 画 の多 くは 彼 の 作 品 で あ る といわ れ る。 タ シル ンポ僧 院 や
ウ ェ ン ゴ ン僧 院 に も彼 の作 品 が 存 在 して いた と伝 え られ る。 彼 を 新 メ ン リ派 と
呼 ぶ 伝 承 もあ る。
ラマ ・サ ンギ ェ ラ ワ ンBlamaSangsrgyaslha・ ・.は,カ ル マ 派第
八 世 の ミキ ュー ドル ジ ェ(1502-1550)の 直 弟 子 で あ り,メ ン リ流 や ケ ン リ流
の正 統 を引 き継 ぎな が ら中 国 や イ ン ドの絵 画技 術 を更 に採 り入 れ て,樹 木 や 花
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そ し て 建 物 な ど の 風 景 描 写 を 大 担 に 採 り入 れ た 作 風 を 完 成 さ せ た 。 こ れ が 「カ
ル マ ・ガ ル デ ィ ーKarmasGarbris(或 い は カ ル マ ・カ ル デ ィ ーKarbris)
流 」 で あ る 。 他 に も ガ ル デ ィ ー 流 の 寂 静 相 の 尊 格 は 顔 と 手 が 小 さ くて よ り静 寂
感 が 増 加 し て い る と い う特 色 も 指 摘 さ れ る 。 前 述 し た 様 に こ の サ ン ギ ェ ラ ワ ン
の 甥 が シ ュ チ ェ ン ・ツ ル テ ィ ム ・ リ ン チ ェ ン で あ る 。 カ ル マ 黒 帽 派 十 世 の チ ュ
ー イ ン ド ル ジ ェChosdbyingrdorje(1604-1674)は 絵 画 に お い て も極 め
て 優 れ た 人 物 で あ つ た と 伝 え ら れ る 。 彼 の 作 品 は 背 景 の 土 地 や 山 並,森 林 な ど
が 多 く描 か れ,金 描 も 多 くて,色 彩 的 に は 緑 の 多 用 が 特 色 で あ る 。
こ の よ うに 多 くの 高 名 な 絵 師 が ケ ン リ流 ・メ ン リ流 ・カ ル マ ガ ル デ ィ ー 流 か
ら 輩 出 し た の で あ る が,主 流 を な し た の は 政 権 を 担 当 し た ゲ ル ク 派 と 結 び 着 き
の 強 か っ た メ ン リ流 で あ る 。r
様kな 画 家 あ る い は 絵 画 理 論 家 が 絵 画 理 論 の 書 物 を 残 し て い る が,そ れ ら の
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さ て,ジ ャ ク ソ ン 氏 が 先 行 論 文 と し て 最 も 評 価 す る の は,ロ シ ア のGerasi・
mova女 史 に よ る 研 究 業 績 で あ る 。
ロ シ ア に 於 け る 課 題 の 研 究 史 に つ い て は,StanleyFrye氏 に よ る概 説 が 存
在 す る(StanleyFrye(tr.),Studyand_PublicationofIndianandTibetan
Monum鈩tsontheTheoryofArt,TheTibetJournal.Vol.VI,no.3,
Autumn19s1.)の で そ の 記 述 の 一 部 を 再 録 し て み よ う。
レ ニ ン グ ラ ー ドのVorQb'eva-Desyatovskaya女 史 に よ っ てCitralaksana
の ロ シ ア 語 訳 が 出 版 され た の は,1965年 で あ っ た と い う。 同 じ 頃 ブ リア ー トの
研 究 所 で は 前 述 のGerasimova女 史 が,更 に,少k遅 れ て レ ニ ン グ ラ ー ドで
E.D.Ogneva女 史 が チ ベ ッ ト語 文 献 へ と 研 究 を 進 め,論 文 を 書 い て い る と
い う。Gerasimova女 史 は1968年 に 東 京 で 開 催 さ れ た 国 際 学 会 で 発 表 し,論 文














Trudyburyatskogyinstitutao6豌o乃6∫ 皰 θ漉 ッん乃nauk,BFSOAN
SSSR,1968.
Gerasimova女 史 は,主 と し て ス ム パ ケ ン ポ の 書 物 に よ りな が ら異 な っ た 身
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体比 率 を採 る 区分 につ いて 論 じ紹 介 して い るが,そ の論 述 の 中 で 明 らか に な っ
て 来 た こ とは,・上 記 チベ ッ ト蔵 外 諸文 献 で議 論 され る量 度 に関 す る理 論 は 今 ま
で 述 べ て きた造 像 量 度 経 類 のみ を 素 材 と して い る訳 で は な い とい うこ とで あ る。
そ れ らは 実 際 に は特 定 の タ ン トラに 基 礎 を置 い て い る。 そ して そ の 中 で 中心 と
な る もの は 「カー ラチ ャ クラ タ ン トラ」 と 厂サ ムバ ロー ダ ヤ タ ン トラ」 の二 つ
の 体 系 で あ る。 これ は 実 は ゴ ンポ キ ャ プ(工 布 査 布)の 『造 像 量 度 経 解 』 で称
され る と ころ の 「時輪 大 教 王経 」 と 「戒生 大教 王経 」 な の であ るっ
さて,こ の 二 つ の体 系 は,釈 迦 牟 尼 仏 像 の身 体 比 率 の点 で大 き く意 見 を 異 に
す る。 ゴ ンポ キ ャプ の記 述 に は触 れ て いな い が,こ の問 題 をチ ベ ッ ト語 文 献 資




Geras�ova女 史 やPeterson女 史 に よる先 行 論 文 を 参 照 し な が ら ジ ャ ク ソ
ン氏 は身 体 比 率 の問 題 特 に釈 迦 牟 尼 仏 像 の そ れ に 関 し て 上 記 のTibetan
ThangkaPaintingsの 第4章 及 びAppendixで 以 下 の よ う に問 題 を 整 理
して い る。
ジ ャ ク ソ ン氏 に よれ ば,17世 紀 終 わ りか ら18世 紀初 頭 に 少 な く とも二 つ の異
な る図像 学 の伝 統 が 遵 守 され,継 承 され て き て いた とい う。一 方 の体 系 の唱 導
者 は,五 代 ダ ライ ・ラマ の 摂 政 で あ っ た デ シ ・サ ンギ ェ ・ギ ャム ツ ォ(sDe
sridSangsrgyasrgyamtsho)で あ る。 サ ンギ ェ ・ギ ャ ム ツ ォは釈 迦 牟 尼
仏 「画 像 」 の 身長 を120指 量=10掌 量=10×(1単 位 掌量=12指 量)に 測 る べ
きだ と主 張 した とい う。 他 の一 方 の体 系 の 唱 導者 は シ ュチ ェ ン ・ツル テ ィ ム ・
リンチ ェ ン(ZhuthenTshulkhrimsrinthen:1700-1769)で あ る。 シ
ュチ ェ ンは,釈 迦牟 尼 仏 「画像 」 の 身 長(=全 幅)は125指 量=10掌 量=10×
(1単 位 掌 量=12・1/2指 量)を 測 らな けれ ば な らな い と論 じた とい う。
サ ンギ ェ ・ギ ャ ム ツ ォは,"そ の著Vaid皞yadkarpoす なわ ち 『ヤ ーセ
ル 』 と略 称 され る文 献 に 於 い て この論 を展 開 した 。18世 紀 前半 に は,こ の伝 統
に従 っ て いた と考 え られ る絵 師 は チ ベ ッ ト全 土 に 拡 が り莫 大 な数 とな っ て いた
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よ うで あ る と ジ ャ ク ソ ン氏 は言 う。 しか しな が ら,サ ンギ ェ ・ギ ャ ム ツ ォに よ
って 強 調 され た この 見解 の論 拠 には,一 定 の 曖 昧 さが孕 まれ て い る とシ ュチ ェ
ンは 考 え た 。 サ ンギ ェ ・ギ ャム ツ ォの 死 後,そ の 釈 迦 牟 尼 仏 「画 像 」120指 量
の プ ロポ ー シ ョ ン比 率 に つ い て,疑 義 を 提 出 して い る とい う。
シ ュチ ェ ンは1697年,カ ム地 方 の 由緒 あ る絵 師 の 家 系 に生 まれ た。 彼 は16世
紀 に傑 出 した 絵 師 サ ンギ ェ ・ラ ワ ン(Sangsrgyaslha.・.)の 甥 に あた る
人 物 で あ る とい う。 シ ュチ ェ ン は 師 僧 サ ンギ ェ ・チ ュー ペル(Sangsrgyas
chos'phel)の 下 で尊 像 の身 体 比 率(法 量)規 範 の 儀 軌 とな る もの を 求 め て,
権 威 的 な チベ ッ ト図 像 学 論 書 を五 種 学 んだ とい う。 即 ち,1)メ ンタ ンパ ・メ ン
ラ ・トソ ドゥプSmanthangPaSmanbladongrub(15世 紀 中 頃 か ら後 半)
の著 作,2)テ ンカ ワ ・ペ ーデ ン ・ロ トゥーサ ンポ'PhrengkhabaDpalIdan
blogrosbzangPo(16世 紀 中 頃)の も の,3)プ ト ゥン ・リンチ ェ ン トゥプ
BustonRinchengrub(1290-1364)の も の,4)タ ク ツ ァ ン ロー ツ ァー ワ ・
シ ェ ラプ ・リ ンチ ェ ンStagtshanglots稈aShesrabrinchen(15世 紀)
の も の,そ して,5)ラ マ ・サ ンギ ェ ・ラ ワ ンBlamaSangsrgyaslhadbang
(16世 紀 中頃 に活 躍)の 著 述 で あ った とい う。 この後 に,シzチ ェ ンは 六 番 目
の体 系 即 ち デ シ ・サ ンギ ェ ・ギ ャ ム ツ ォの 『ヤ ー セル 』 を 学 ん で い るの で あ る。
『サ ン ヴ ァ ロー ダ ヤ註 釈 書 』 に は,釈 迦 牟 尼 像 の身 体 比 率 の大 単 位(掌 量)
は12・1/2指 量 を1大 単 位 と して測 るべ き こ と,そ して これ以 外 のす べ て の尊
格 図 像 に つ い て は大 単 位 はた だ12指 量 に等 しい もの とす る こ とが説 か れ て い る
とい うの が シ ュチ ェ ンの主 張 で あ る。 釈 迦 牟 尼 仏 「画 像 」 の 全 長 が10掌 量 で あ
る とされ る この 時,そ れ は125指 量 に等 しい こ とに な る。 この よ うに シ ュチ ェ
ンはrサ ン ヴ ァロー ダ ヤ註 釈 書 』 を 引用 して サ ンギ ェ ・ギ ャ ム ツ ォの説 を 批 判
す る の で あ る。
実 際 に は サ ンギ ェ ・ギ ャム ツ ォの 時 代 よ りも さ らに古 くか ら 『サ ンヴ ァロ ー
ダヤ ・タ ン トラ』 の説 に言 及 して い た 学僧 も存 在す る。 ジ ャ ク ソ ン氏 は ドゥク
チ ェ ン ・ペ ーマ ・カル ポ'BrugchenPadmadkarpo(1526-1592)の 次 の
よ うな 記 述 を 引 き,以 下 の よ うな訳 を 与 えて い る。
'dirsorphyedpamagsungspanirgyudzhalgsalmigsalgyi
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厂〔『サ ンヴ ァ ロー ダヤ ・タ ン トラ』 が釈 迦 牟 尼 仏 像 の法 量 ,各 掌 量 に 加
え るべ き〕1/2指 量 に言 及 し て いな い の は,た だ 単 純 に この経 典 の 該 当
部 分 の表 現 に 明晰 さが欠 け て い るだ け の こ とで あ る。 実際,そ の 〔1/2
指 量 の 付 加〕 は必 要 な もの で あ る。」
さ らにそ れ よ りも早 い 時 代 の 学 僧,ポ トン ・パ ンチ ェ ンBo・ ・Panchen
(1375-1451)も,ま った く同 じ 見 解 を と り,rサ ン ヴ ァ ロー ダヤ ・タ ン ト
ラ』 の 体 系 に あ って は,当 然1/2指 量 の加 算 が 見 込 まれ て い る も の と説 明 し
て い る こ とを ジ ャ ク ソ ン氏 は紹 介 し て い る。
ジ ャ ク ソン氏 に よっ て ま とめ られ た,釈 迦 牟 尼 仏 画像 の身 体 比 率 に関 す るチ
ベ ッ トで の議i淪は お よそ 以上 の よ うな もの で あ る。
す で に 述 べ た が,『 造 像 量 度 経 解 』 の著 者 で あ る ゴ ンポ キ ャプ(工 布 査 布)
も この 「カー ラチ ャ ク ラタ ン トラ」 と 厂サ ムバ ロー ダ ヤ タ ン トラ」 の 両 タ ン ト
ラの 名 を 特 に記 しそ の両 系 統 を基 礎 と して論 述 を進 め て い るが,こ の 件 に つ い
て は ジ ャ ク ソ ン氏 は触 れ て い な い。 しか し,ゴ ンポ キ ャプ の記 述 は両 タ ン トラ
に 基 ず く伝 統 の違 い を 明確 に説 明 して い る。
大 正941-3-6(肉 髻)高 四 指 。其 根 下 至 髪 際 之分 量 。 亦 如此 四 指也 。 若 胎
偶 即 多 得半 指 。 … 中略 …是 為 戒生 大教 王経 中説 量 度 法 之義 。
大 正942-1-6由 是 至 顎 下 辺 。 得 其帯 半 指 之 一 分 。 依 胎 偶 而 言 之也 。 … 中 略
… 加半 指 者
。 皆 是 胎 偶 之比 量 也 。是 乃 時輪 大 教 王 経 中説 制 度 之 義 也 。
実 際 の顔 面 図 を使 っ て この 関係 を図 示 した もの を付 図 で示 した ので 参 照 して 頂
きた い。 即 ち ゴ ンポ キ ャ プ の記 述 に よれ ば 時輪 タ ン トラ とサ ンバ ロー ダヤ タ ン
トラの記 述 は矛 盾 す る も の で は な く,立 体 図 の指 量 をそ の数 字 の ま まで 画 艨 に




りわけ,全 身に引き当てて125指 量にするシュチェンのような解釈が出て きた
理由は何 なのか,こ れ らの問題の解明の為,更 なる研究の歩が進められねばな
らない。
仏陀全身像に対する悦西による数値表示を以下に再録する。
画像平面 胎偶立体像 画像平面 胎偶立体像
肉髻高4指 正中至腋12指+1/2指
肉髻根至髪際4指+1/2指 腋至肘内20指+5/6指
髪際至顎下辺12指+1/2指 肘内至腕16指+2/3指
頸4指 腕至中指尖12指+1/2指
頸下辺至心窩12指+1/2
心窩至腹臍12指+1/2指
腹臍至密蔵12指+1/2指
髀枸(胯 骨)4指
股24指 十1指
膝骨4指
脛24指+1指
踵4指+1/2指
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